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○ 

公
営
住
宅
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
二
百
四
十
号
）
（
抄
） 

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
） 

 
 

改 

正 

案 

現 
 

 

行 

 
 

（
用
語
の
定
義
） 

（
用
語
の
定
義
） 

第
一
条 

こ
の
政
令
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ

れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

第
一
条 

こ
の
政
令
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ

れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

一 

耐
火
構
造
の
住
宅 

イ
又
は
ロ
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
住
宅
を
い
う
。 

イ 

そ
の
主
要
構
造
部
（
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号

）
第
二
条
第
五
号
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同

じ
。
）
が
耐
火
構
造
（
同
法
第
二
条
第
七
号
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。

次
号
ロ
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
る
も
の 

ロ 

そ
の
主
要
構
造
部
が
建
築
基
準
法
第
二
条
第
九
号
の
二
イ
(2)
に
該
当
す

る
も
の
で
国
土
交
通
大
臣
の
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
耐
久
性
を
有
す
る

も
の 

二 

準
耐
火
構
造
の
住
宅 

耐
火
構
造
の
住
宅
以
外
の
住
宅
で
、
イ
又
は
ロ
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
を
い
う
。 

イ 

主
要
構
造
部
を
準
耐
火
構
造
（
建
築
基
準
法
第
二
条
第
七
号
の
二
に
規

定
す
る
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
と
し
た
も
の
で

国
土
交
通
大
臣
の
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
耐
久
性
を
有
す
る
も
の 

ロ 

イ
に
掲
げ
る
住
宅
以
外
の
住
宅
で
、
外
壁
を
耐
火
構
造
と
し
、
屋
根
を

不
燃
材
料
（
建
築
基
準
法
第
二
条
第
九
号
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。
以

下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
ふ
い
た
も
の
又
は
主
要
構
造
部
に
不
燃

材
料
そ
の
他
の
不
燃
性
の
建
築
材
料
を
用
い
た
も
の 

三 

収
入 

入
居
者
及
び
同
居
者
の
過
去
一
年
間
に
お
け
る
所
得
税
法
（
昭
和

四
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
二
編
第
二
章
第
一
節
か
ら
第
三
節
ま
で
の
例

に
準
じ
て
算
出
し
た
所
得
金
額
（
給
与
所
得
者
が
就
職
後
一
年
を
経
過
し
な

い
場
合
等
そ
の
額
を
そ
の
者
の
継
続
的
収
入
と
す
る
こ
と
が
著
し
く
不
適
当

一 

耐
火
構
造
の
住
宅 

イ
又
は
ロ
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
住
宅
を
い
う
。 

イ 

そ
の
主
要
構
造
部
（
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号

）
第
二
条
第
五
号
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同

じ
。
）
が
耐
火
構
造
（
同
法
第
二
条
第
七
号
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。

次
号
ロ
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
る
も
の 

ロ 

そ
の
主
要
構
造
部
が
建
築
基
準
法
第
二
条
第
九
号
の
二
イ
(2)
に
該
当
す

る
も
の
で
国
土
交
通
大
臣
の
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
耐
久
性
を
有
す
る

も
の 

二 

準
耐
火
構
造
の
住
宅 

耐
火
構
造
の
住
宅
以
外
の
住
宅
で
、
イ
又
は
ロ
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
を
い
う
。 

イ 

主
要
構
造
部
を
準
耐
火
構
造
（
建
築
基
準
法
第
二
条
第
七
号
の
二
に
規

定
す
る
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
と
し
た
も
の
で

国
土
交
通
大
臣
の
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
耐
久
性
を
有
す
る
も
の 

ロ 

イ
に
掲
げ
る
住
宅
以
外
の
住
宅
で
、
外
壁
を
耐
火
構
造
と
し
、
屋
根
を

不
燃
材
料
（
建
築
基
準
法
第
二
条
第
九
号
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。
以

下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
ふ
い
た
も
の
又
は
主
要
構
造
部
に
不
燃

材
料
そ
の
他
の
不
燃
性
の
建
築
材
料
を
用
い
た
も
の 

三 
収
入 

入
居
者
及
び
同
居
者
の
過
去
一
年
間
に
お
け
る
所
得
税
法
（
昭
和

四
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
二
編
第
二
章
第
一
節
か
ら
第
三
節
ま
で
の
例

に
準
じ
て
算
出
し
た
所
得
金
額
（
給
与
所
得
者
が
就
職
後
一
年
を
経
過
し
な

い
場
合
等
そ
の
額
を
そ
の
者
の
継
続
的
収
入
と
す
る
こ
と
が
著
し
く
不
適
当
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で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
事
業
主
体
が
国
土
交
通
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
認
定
し
た
額
と
し
、
以
下
「
所
得
金
額
」
と
い
う
。
）
の
合
計
か
ら

次
に
掲
げ
る
額
を
控
除
し
た
額
を
十
二
で
除
し
た
額
を
い
う
。 

イ 
入
居
者
又
は
同
居
者
に
所
得
税
法
第
二
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
給

与
所
得
又
は
同
法
第
三
十
五
条
第
三
項
に
規
定
す
る
公
的
年
金
等
に
係
る

雑
所
得
（
以
下
こ
の
イ
に
お
い
て
「
給
与
所
得
等
」
と
い
う
。
）
を
有
す

る
者
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
給
与
所
得
等
を
有
す
る
者
一
人
に
つ
き
十

万
円
（
そ
の
者
の
給
与
所
得
等
の
金
額
の
合
計
額
が
十
万
円
未
満
で
あ
る

場
合
に
は
、
当
該
合
計
額
） 

ロ 

同
居
者
又
は
所
得
税
法
第
二
条
第
一
項
第
三
十
三
号
に
規
定
す
る
同
一

生
計
配
偶
者
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
同
一
生
計
配
偶
者
」
と
い
う
。

）
若
し
く
は
同
項
第
三
十
四
号
に
規
定
す
る
扶
養
親
族
（
以
下
こ
の
号
に

お
い
て
「
扶
養
親
族
」
と
い
う
。
）
で
入
居
者
及
び
同
居
者
以
外
の
も
の

一
人
に
つ
き
三
十
八
万
円 

ハ 

同
一
生
計
配
偶
者
が
七
十
歳
以
上
の
者
で
あ
る
場
合
又
は
扶
養
親
族
が

所
得
税
法
第
二
条
第
一
項
第
三
十
四
号
の
四
に
規
定
す
る
老
人
扶
養
親
族

で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
同
一
生
計
配
偶
者
又
は
老
人
扶
養
親
族
一
人
に

つ
き
十
万
円 

ニ 

扶
養
親
族
が
十
六
歳
以
上
二
十
三
歳
未
満
の
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ

の
扶
養
親
族
一
人
に
つ
き
二
十
五
万
円 

ホ 

入
居
者
又
は
ロ
に
規
定
す
る
者
に
所
得
税
法
第
二
条
第
一
項
第
二
十
八

号
に
規
定
す
る
障
害
者
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
障
害
者
一
人
に
つ
き
二

十
七
万
円
（
そ
の
者
が
同
項
第
二
十
九
号
に
規
定
す
る
特
別
障
害
者
で
あ

る
場
合
に
は
、
四
十
万
円
） 

（
削
る
） 

     

で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
事
業
主
体
が
国
土
交
通
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
認
定
し
た
額
と
し
、
以
下
「
所
得
金
額
」
と
い
う
。
）
の
合
計
か
ら

次
に
掲
げ
る
額
を
控
除
し
た
額
を
十
二
で
除
し
た
額
を
い
う
。 

(

新
設)
 

     

イ 

同
居
者
又
は
所
得
税
法
第
二
条
第
一
項
第
三
十
三
号
に
規
定
す
る
同
一

生
計
配
偶
者
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
同
一
生
計
配
偶
者
」
と
い
う
。

）
若
し
く
は
同
項
第
三
十
四
号
に
規
定
す
る
扶
養
親
族
（
以
下
こ
の
号
に

お
い
て
「
扶
養
親
族
」
と
い
う
。
）
で
入
居
者
及
び
同
居
者
以
外
の
も
の

一
人
に
つ
き
三
十
八
万
円 

ロ 

同
一
生
計
配
偶
者
が
七
十
歳
以
上
の
者
で
あ
る
場
合
又
は
扶
養
親
族
が

所
得
税
法
第
二
条
第
一
項
第
三
十
四
号
の
四
に
規
定
す
る
老
人
扶
養
親
族

で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
同
一
生
計
配
偶
者
又
は
老
人
扶
養
親
族
一
人
に

つ
き
十
万
円 

ハ 

扶
養
親
族
が
十
六
歳
以
上
二
十
三
歳
未
満
の
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ

の
扶
養
親
族
一
人
に
つ
き
二
十
五
万
円 

ニ 

入
居
者
又
は
イ
に
規
定
す
る
者
に
所
得
税
法
第
二
条
第
一
項
第
二
十
八

号
に
規
定
す
る
障
害
者
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
障
害
者
一
人
に
つ
き
二

十
七
万
円
（
そ
の
者
が
同
項
第
二
十
九
号
に
規
定
す
る
特
別
障
害
者
で
あ

る
場
合
に
は
、
四
十
万
円
） 

ホ 

入
居
者
又
は
同
居
者
に
所
得
税
法
第
二
条
第
一
項
第
三
十
号
に
規
定
す

る
寡
婦
（
同
号
イ
中
「
夫
と
死
別
し
、
若
し
く
は
夫
と
離
婚
し
た
後
婚
姻

を
し
て
い
な
い
者
又
は
夫
の
生
死
の
明
ら
か
で
な
い
者
で
政
令
で
定
め
る

も
の
」
と
あ
る
の
を
「
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
母
と
な
つ
た
女
子
で
あ
つ
て

、
現
に
婚
姻
を
し
て
い
な
い
も
の
」
と
読
み
替
え
た
場
合
に
お
い
て
同
号

イ
に
該
当
す
る
者
を
含
む
。
）
又
は
同
項
第
三
十
一
号
に
規
定
す
る
寡
夫
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ヘ 

入
居
者
又
は
同
居
者
に
所
得
税
法
第
二
条
第
一
項
第
三
十
号
に
規
定
す

る
寡
婦
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
寡
婦
一
人
に
つ
き
二
十
七
万
円
（
そ
の

者
の
所
得
金
額
か
ら
イ
の
規
定
に
よ
り
控
除
す
る
金
額
を
控
除
し
た
残
額

が
二
十
七
万
円
未
満
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
残
額
） 

ト 

入
居
者
又
は
同
居
者
に
所
得
税
法
第
二
条
第
一
項
第
三
十
一
号
に
規
定

す
る
ひ
と
り
親
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
ひ
と
り
親
一
人
に
つ
き
三
十
五

万
円
（
そ
の
者
の
所
得
金
額
か
ら
イ
の
規
定
に
よ
り
控
除
す
る
金
額
を
控

除
し
た
残
額
が
三
十
五
万
円
未
満
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
残
額
） 

（
同
号
中
「
妻
と
死
別
し
、
若
し
く
は
妻
と
離
婚
し
た
後
婚
姻
を
し
て
い

な
い
者
又
は
妻
の
生
死
の
明
ら
か
で
な
い
者
で
政
令
で
定
め
る
も
の
」
と

あ
る
の
を
「
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
父
と
な
つ
た
男
子
で
あ
つ
て
、
現
に
婚

姻
を
し
て
い
な
い
も
の
」
と
読
み
替
え
た
場
合
に
お
い
て
同
号
に
該
当
す

る
者
を
含
む
。
）
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
寡
婦
又
は
寡
夫
一
人
に
つ
き

二
十
七
万
円
（
そ
の
者
の
所
得
金
額
が
二
十
七
万
円
未
満
で
あ
る
場
合
に

は
、
当
該
所
得
金
額
） 

（
新
設
） 

   

（
新
設
） 

 
 

  


